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団田Cure病気のるはなし
皿】Care療養支援のおはなし
皿弱地域医療を知ろう

コ田 TOPICS/「眠りSCAN」 で
患者さんの眠りと活動を、見える化。

団 みよし市民病院を支えるチーム活動

□ みよし市民病院 職員 募集中!

'駆篠そ;登哲ェ

みよし市民病院では、私たちと一緒に地域医療に貢献してくれる仲間を募集しています。

まずはお問い合わせください。
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資 格

年 齢

募集職種

看護師の資格を有する人

昭和39年 4月 2日以降に生まれた人

介護福祉士の資格を有する人、または介護

職員初任者研修修了者の資格を有する人

昭和39年 4月 2日以降に生まれた人

資 格

年 齢

看護師

看護助手

(看護師修学資金)制度もあります

みよし市民病院の看護師をめざす学生の皆さんに、修

学資金を貸与します。勤務年数に応じて、返還が免除

されますので、ぜひお申し込みください。
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みよし市民病院管理課

TEL 0561‐ 33山3300
詳しくは
こちら

簿

鞠鞘嶋めます
！
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あなたの健康寿命は
もっと延ばせる。 Φ みよし市民病 院 キ

れ

ツ
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お問い合わせ

みよし市民病院の理念 みよし市を愛し、みよし市民の健康に寄与することを誓います。

□ 常に医療の進歩に目を向け、質の向上に努めます。

□ 市民の皆さんに信頼される医療を行います。

□ 地域医療の向上を目指し、保健・福祉との連携を図
'サ

ます。
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一雪

□ 患者さんの尊厳を重視し、公正な医療を行います。

思いや
',と
、心のふれあいを大切にした医療を行います。

基本方針

'4

け

病院広報誌 特設サイト LINE(公式〉アカウント

地域の皆さんや連携機関の皆さんと  病院広報誌「サツキ晴れ」の日NE
「みよし市民病院」を情

報で繋ぐ、広報誌連動型

コミュニケーションサイト。

ぜひご覧ください。
―

(公式〉アカウントを開

言支しました。QRコードか

ら「友だち追加」をお願

いいたします。
帥 Ⅷ屯鋒斉

ご自由に

お持ち

ください

健診・がん検診特集
Φ



LI E
中日新聞「リンクト」

病院を
祭口ろう

儀 と

評野を・'ⅢⅢI ,■
●TFT甲
考 i

暉
ー

懲請饉∈魯爽 離 驚霞酔鯵 鯰葦
黎 転

あなたの健康寿命は

もっと延ぽせる。
健診・がん検診特集

市民の皆さんの健康を維持していくために

健診・がん検診サービスに力を注ぐ。

嬢

コロナ禍で停滞した

予防医療を取り戻す。

0日本人の死因の上位を占める

がん。そのうち、ある一定程度の

割合の人は、がん検診で病気が

見つかっている。しかし、その重要

なスクリーニングの機会は長引く

コロナ禍で停滞。早期がんの発

見件数は減っているという。

0「コロナがなければ発見できた

のに」という無念を晴らすには、

病院の健診体制を通常に戻し

ていくこと。そして、市民もまた、

健診を免延ばしにせずちゃんと

受けていくことが大切ではないだ

ろうか。
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健
診
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

毎
月
、健
診
科
内
会
議
を
開
催
。

早
春
の
あ
る
日
、
み
よ
し
市
民
病
院
の
会
議
室

に
、
健
診
科
の
職
員
（医
師
、
看
護
師
、
臨
床
検
査

技
師
、
事
務
職
）が
集
ま
っ
て
い
た
。
開
か
れ
て
い
た

の
は
、
月
１
回
の
「健
診
科
内
会
議
」
で
あ
る
。
ラＣ

の
日
の
テ
ー
マ
は
「市
民
に
、
健
診
を
ち
ゃ
ん
と
受

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
」
。
実
は
同
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
一
部
の
健
診
。が
ん
検
診
を
一

時
的
に
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。

し
か
し
現
在
は
市
民
の
健
康
維
持
を
優
先
し
、

感
染
対
策
を
充
分
に
施
し
た
上
で
健
診
事
業
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

「健
診
に
無
関
心
な
若
い
人
に
も
、
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
ね
」
「そ
う
そ
う
、
３０
代
後

半
の
人
に
も
毎
年
、
健
診
を
受
け
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。
若
い
頃
か
ら
健
診
を
受
け
る
習
慣
が

身
に
つ
い
て
い
れ
ば
、
病
気
に
な
る
こ
と
な
く
、
長

く
元
気
に
暮
ら
し
て
も
ら
え
る
と
思
う
」
「反
対

に
、
高
齢
者
の
健
診
の
裾
野
も
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
ズ
フ
の
特
定
健
診
（※
）
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

イヽ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
日
し
た
内
容
だ
け
ど
、
フ
レ
イ

ル
（加
齢
に
伴
う
心
身
の
衰
え
）
の
早
期
発
見
を

念
頭
に
置
い
た
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
向
け

の
健
診
は
ど
う
だ
ろ
う
」
「そ
れ
は
い
い
。
う
ち
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
ぜ
ひ
勧
め
た
い
」
―
―
わ
ず
か

な
時
間
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と
提

案
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
く
か
、

職
員
た
ち
は
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
っ
た
。

５
年
後
、
１０
年
後
の
健
康
を

今
の
う
ち
に
蓄
え
る
。

神
部
が
、
健
診
の
企
画
に
力
を
入
れ
る
の
は
、

こ
こ
２
年
余
り
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
診
療
で
、

た
び
た
び
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
た
か
ら
だ
。
「先

月
も
、が
ん
検
診
で
早
期
胃
が
ん
を
発
見
。
当
院

で
内
視
鏡
的
に
切
除
し
ま
し
た
が
、
病
理
結
果

で
が
ん
が
基
準
よ
り
わ
ず
か
０
・
３
ｍｍ
深
く
進
行
し
て

い
た
た
め
に
、
や
む
な
く
外
科
切
除
追
加
の
方
針

と
な
っ
た
患
者
さ
ん
が
み
え
ま
し
た
。
あ
と
半
年

早
く
見
つ
け
て
い
れ
ば
、
体
に
負
担
の
少
な
い
内

視
鏡
だ
け
で
根
治
し
た
は
ず
。
そ
う
思
う
と
、
患

者
さ
ん
も
私
も
非
常
に
悔
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と

打
ち
明
け
る
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
多
く

の
病
院
で
は
、
患
者
の
受
診
控
え
が
生
じ
て
い
る
。

「
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
な
ど
比
較
的
症
状

の
軽
い
方
は
、ヂ
こ自
身
の
判
断
で
受
診
を
後
回
し

に
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ

の
間
、
生
活
習
慣
病
が
悪
化
す
れ
ば
、
本
来
な
ら

予
防
で
き
て
い
た
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を
発
症

す
る
リ
ス
ク
も
高
ま
岬
ま
す
。
今
、
健
康
管
理
に

こ
の
会
議
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
の
は
、
副
院

長
兼
総
合
診
療
科
内
科
部
長
の
神
部
隆
吉
で
あ

る
。
「当
院
の
職
員
は
と
に
か
く
、
み
よ
し
市
民
の

た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
け
つ
気
概
が
あ
る
人
ば

か
叩
。
だ
か
ら
、
フ∝
の
会
議
で
も
い
つ
も
熱
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
す
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
実
は
、

す
で
に
具
体
化
さ
れ
た
企
画
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
同
院

で
は
、
平
日
忙
し
い
女
性
の
た
め
に
、
市
が
実
施

す
る
〈レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
）
の
土
曜
日
開
催
を
検

討
。
令
和
３
年
度
は
１
回
だ
け
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
け
つ
。
「み
よ
し
市
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
や
お
得
感
に
繋

が
る
企
画
を
ど
ん
ど
ん
カ
タ
チ
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
神
部
は
意
欲
を
燃
や
す
。

※
特
定
健
診
（特
定
健
康
診
査
）は
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
保
健
指
導
を
必
要
と
す
る
人
を
選
び
出
す
た

め
の
健
診
。
対
象
者
は
４０
歳
以
上
７５
歳
未
満
。

努
め
る
こ
と
が
、
５
年
後
、
１０
年
後
の
健
康
を
作

り
、
長
い
目
で
見
る
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が

る
こ
と
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
神
部
は
強
調
す
る
。

健
康
管
理
で
重
要
な
鍵
を
握
る
の
が
、
病
気
の

早
期
発
見
に
欠
か
せ
な
い
健
診
や
が
ん
検
診
で
あ

る
。
「市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
健
診
。が
ん
検

診
は
、
私
た
ち
市
民
病
院
の
重
要
な
役
割
。
し
か

も
、
当
院
に
は
が
ｒ
フ
ン
の
医
師
が
揃
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
検
査
結
果
の
評
価
に
も
自
信
を
持
っ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
検
査
で
胃
炎
が
見
つ
か
っ
た
場

合
も
、
そ
れ
が
将
来
、
国日
が
ん
に
な
り
や
す
い
か
ど

う
か
ま
で
検
討
し
、
丁
寧
に
お
伝
え
で
き
ま
す
。

そ
う
し
た
病
気
に
対
す
る
鼻
の
利
か
せ
方
は
、
経

験
豊
富
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
で
す
」
と
神
部

は
話
し
、
さ
ら
に
続
け
た
。
「も
う

一
つ
の
当
院
の

強
み
は
、
健
診
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
治

療
ま
で
こ
貝
し
て
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
診
療
科
の
医
師
が
診
療
に
あ
た
り
、
必
要
に
応

じ
て
専
門
的
な
病
院
を
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
そ
う
け
つ
意
味
で
も
、
安
心
し
て
当
院
で

健
康
診
断
を
受
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
。
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●
健
診
を
受
け
る
意
義
に
つ
い
て
間
わ
れ

た
ら
、
何
て
答
え
る
だ
ろ
う
か
。
真
っ
先
に

出
て
く
る
の
は
、
自
分
の
た
め
、
そ
し
て
、

大
事
な
家
族
の
た
め
だ
ろ
う
。

●
し
か
し
、
も
う
少
し
考
え
る
と
、
健
診
を

受
け
る
の
は
社
会
の
た
め
で
も
あ
る
。
人

は
皆
、
社
会
の
百
員
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り

が
元
気
で
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
社
会
の
安
定
し
た
発
展
に
繋
が
っ
て
い

く
。
と
き
に
は
、
そ
ん
な
大
き
な
視
野
で
自

分
の
健
康
を
見
つ
め
、
健
康
管
理
を
心
が

け
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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おはなし

今回のテーマ

糖尿病

生活習慣が引き起こす病気。

軽症の段階から継続的な

治療を受けることが大切です。

∞韓∞∞

の

おはなし

今回のテーマ

特定保健指導

生活習慣病の該当者および

その予備群の方に対して、

生活習慣改善のアドバイスを行いま

02
ケ ア

>
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撃

誤つた生活習慣が

弓Iき起こす2型糖尿病。

糖尿病には、膵臓のインスリンを出

す細胞が壊されてしまう1型糖尿病と、

1血液中のブドウ糖 (血糖)が正常より多

くなる2型糖尿病があ
',ま
す。我が国の

糖尿病の大部分を占めるのは、2型糖

尿病です。

2型糖尿病 (以下、糖尿病)でブドウ

糖が正常より高くなるのは、血液中の

糖をエネルギーに変え、血1糖値を下げ

るインスリンの分泌量が低下するため。
―

つまり、インスリンの作用不足が起こう

ているからです。   「  . :
原因と考えられているのは、高力回

リー食・高脂肪食・運動不足など、いわ

ゆる誤った生活習慣が中心であり、こ

れに体質 (遺伝)も加わ
',ま
す。

患者さんT人ひとりに合わせ、

食事。運動。薬物療法を実施。

糖尿病は、そのまま放置すると、徐々

に全身の血管や神経が障害され、合

併症を引き起こします。糖尿病予備群

となった場合は、いち早く治療を開始す

ることが大切です。

治療には食事療法、運動療法、薬

物療法があ
',ま
すが、患者さん一人ひと

りによって内容は異な
')ま
す。最初から

高い目標ではなく、珂ヽさなことを継続し、

積み上げ、治療効果が出るよう配慮し

ています。

なお、薬物療法でのインスリン投与

は、決して最終段階の治療ではなく、早

めの導入で効果を期待できるケニスも

あり、当院では適用者への投与を勧め

ることもあります。

近年では、24時間、血糖コントロー

ルを視覚化するような医療器具も登場

してきました。自己管理が可能な患者

さんには、自己管理促進の一助として

活用する場合もあ
`,ま

す。

環境かなど詳しくお伺いします。自己管理

が何より大切な病気ですから、患者さん

の生活を考慮しなければ、どんな目標を立

てても実現できません。小さなことでも生

活に合わせ、継続的にコントロールできる

よう、また、ご自分の病気の状況を、正しく

把握していただくことにも力を注ぎ、患者

さんとともに歩んでいく診療を心がけてい

ます。

メタボ該当者と予備群に

対して専門家が

生活習慣改善のアドバイス。

「特定保健指導」とは40歳～74歳を

対象に行われる特定健診で、メタボリッ

クシンドローム(内臓脂肪型肥満に高

血圧・高血糖・脂質異常を2つ以上同

時に持っている状態)およびその予備

群に対して実施される保健指導です。

対象となる方が、自分の健康状態

を自覚し、生活習慣改善を主体的、継

続的に取り組むことができるよう、保健

師、管理栄養士などの専門家が、さまざ

まな働きかけや助言を行っていきます。

生活習慣病の中には、自覚症状の

ないまま進行し、放置すると心筋梗塞

や脳梗塞など、命に関わる重大な病気

に繋がりかねません。それを防ぎ、改善

するために、特定保健指導は良い機会

となるものです。

無理のない計画を立て、

効果検証を

しながら伴走します。

特定保健指導は、メタボリックシンド

ロームのリスクの高さに応じて、レベル

男U(動機づけ支援、積極的支援)に生

活習慣改善の指導を行います。

動機づけ支援では、行動計画をもと

に(生活習慣改善に取り組めるよう、

専門家が原則1回 の保健指導を実

施。生活習慣改善への動機づけを行

います。また、積極的支援では、3カ月

以上、専門家が複数回にわたってく定

期的,継続的な支援をします。どちらも、

対象者と面接の上無理のない目標と

それに対する行動計画を決めて、計

画通りに行うことができているかなど、

改善に対する評価をします。対象者と

なった方は、これまでの生活習慣につ

いて専門家と一緒に振り返り、生活習

慣病予防に向けた改善を図っていきま

しょう。

ることもあります。話ばかりに終始するの

ではなく、視覚的に働きかけ、見てわかる、

気持ちを引き出す工夫をしています。

また、開始時には、継続しやすい目標を

定めたり、達成。未達成の状況を振り返り

シートで互いに確認し合い、アドバイスを

するなど、無理なく取り組みやすい環境、

タイミングを逃さない支援や才旨導を心がけ

ています。

r

小さなことでも継続させることが何より大切です。 ご本人の「やる気」を引き出す工夫をしています。

糖尿病は、それまでの生活習慣がもと

になって引き起こされる病気です。長い

年月を経てのことですから、血糖値はもち

ろん、腎機能、膵機能、あるいは、蛋白尿、

高血圧など、その方の身体を総合的にき

ちんと見つめて、治療を行っています。

大切にしているのは、ど本人の生活背

景を正確に知ること。高齢のご夫婦暮ら

しなのか、働き世代の場合はどんな仕事

特定保健指導の目的は、単に情報提

供を行うのではなく、対象者の生活習慣

を見直すことにあ
'サ

ます。その際に大切な

のは、ご本人の「やる気」を引き出し、主体

的に取り組んでもらえるよう支援すること

です。支援の際には、フードモデルで食べ

物の摂取目安をお見せします。また、筋肉

量や体脂肪率を測定できる機械を利用

し、一定期間での変化や成果をお見せす

ケ

糖尿病内科

部長

ニロ祥子

栄養課
管理栄養士

宮崎紗奈

じや

だけ

ありません。
先生、
教ぇてr

ノ
メ

.

静 尊溝ノ

・身

Message Message

田 健診のススメ①  健診・がん検診で自分の体をしっかり知ることは、健康維持の第一歩です。 田 健診のススメ②  自覚症状が現れにくい、そんな病気は少なくありません。だからこそ定期的な健診。がん検診を。



03 04患者さんを中心に、みよし市民病院と

かかりつけ医が役割分担をし、連携しています。

病診連携とは、より適切な医療を効率よく提供するために、患者さんの病状に応じて、

みよし市民病院とかかりつけ医が、役割分担をしながら協力して治療にあたる、地域医療

体制を指します。具体的には、日常的な診療や健康管理はかかりつけ医が行い、より楕

密な検査・入院治療が必要となった場合は、かかりつけ医からみよし市民病院に紹介。そ

れを受け、みよし市民病院では各種の検査、診断を経て、専門的な治療が提供されます。

かかりつけ医からみよし市民病院に紹介する際、診療情報提供書がみよし市民病

院の医師に渡されます。これは患者さんの基本情報、紹介目的、主症状、治療経過な

ど、重要事項が記載されたもの。患者さんを中心に、かかりつけ医とみよし市民病院を

結ぶための大切な情報となります。

少子超高齢社会となった今、限りある地域の医療資源は、住民皆で有効に、大切

に活用しなければなりません。病診連携はそのための一つの形です。

日頃の受診、退院後
診療。検査・入院

の診察など

診療について話し合う

紹介
検査や入院など

報告
検査結果、退院後の治療方針

「眠りSCAN」 で患者さんの眠りと活動を、見える化。

e 等  攀 … Ⅲ
I丁霧平P層罵甚を建  。
当院では、令和2年 3月 より、病棟に「日民りSCAN(ス

キャン)」 を導入しています。日民りSCANとは、ベッドのマット

レスの下にセンサーを敷くことで、患者さんの眠りと活動状

況 (睡眠・覚醒・起き上がる。離床など)を、継続的に「見える

化」できる見守り支援システムです。

これにより、認知症の方、せん妄リスクの高い方、睡眠障

害 (不安・昼夜逆転・排尿障害)をお持ちの方にも、一人ひ

と
')の
患者さんに合わせたケアの提供、転倒予防ができる

など、安心・安全な入院生活の実現に結びつけています。
患者さんの活動状況や心拍数などが、

遠隔でもリアルタイムにわか
')ま
す。

知ろう
一
■
４ｉ

一
一♯
率
中

病診連携
ξ!
:「

患者さんへのメリット(―例 )

0生活や行動に合わせた看護ケアを受けられます。

●眠りと活動状況の見える化で転倒予防対策を実現できます。

●睡眠が改善し、生活の質が向上していきます。

●心拍数・呼吸数などの計測で早期に体調の変化を把握できます。

■

ヽヾ
　
…
‥
言
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みよし市民病院では

放射線の検査依頼に迅速、確実、丁寧に応えています。

みまし市民病院を支える

鰺

４

チーム活動 傘

）
・∨

，．

ぶ

当院の病診連携の一つに、かかりつけ医から放射線技術

課への「検査依頼」があります。現在は約80施設と連携を結

び、そのうち約30施設から常時ご依頼をいただいています。

そうしたご依頼に対して確実にお応えするため、当院では

検査装置の更新に努めています。たとえば、令和3年に更新

したマンモグラフィは、フラットパネルを用いて乳腺組織や細

かな病変を撮影し、乳がんの早期発見に大きく役立っていま

す。また、令和4年には最新の80列マルチスライスCTを導入

しました。心臓の冠動脈や脳血管、骨などの3次元画像作成

によ
'ブ

、従来に比べより検査精度が向上しました。さらに、かか

りつけ医の夜間診療に対応するため、予約枠を午後8時 15

分まで設 iナています。診療放射線技師は、紹介状を持って受

診された患者さんの撮影を行い、当日に画像が入ったCD‐R

を、読影レポートを後日お渡しするという体制を整えています。

検査依頼に迅速、確実、丁寧にお応えし、地域医療向上

の一助となるために一一。当課で

は普段からかかりつけ医と顔の

見える関係構築に力を注ぐととも

に、技術とサービスの向上に努

力を重ねています。

放射線技術課副主任
診療放射線技師坂部元紀

コ回ナ禍の運動不足を解消するために、

当院オリジナルの体操をお試しください。

高齢になると、どうしても日常的な活動が不活発になってき

ます。加えて、ヨロナ禍では、外出の自粛を考えるあまり、歩く

こと自体が減った
'ヴ

してしまいます。そのため、筋力が落ちるこ

とで転倒リスクが増え、骨折。あるいは、生活習慣病が、悪化

するといった方が増えています。

そこで、ぜひ試していただきたいのが、当院が考案したオリ

ジナル体操。自宅や自宅外で、一人でも簡単にできる「サン

Q体操」「健康体操」「いいじゃん体操」です。

この3つの体操は、実は9年ほど前から当院が地域の高齢

者に、お勧めしてきたもの。元々は、運動不足で虚弱 (フレイ

、ル)状態になると、転倒や寝たきりの原因になることから、これ

を防ぐために考えたものです。虚弱の危険性は、コロナ禍で

はよ
',強
まっています。筋力をつける、バランスを整える、転倒

を予防する、老いを

防ぐ等など。一人で

もできる体操で、ご

自分の介護予防に

お役立てください。

サンQ体操、健康体操、
いいじゃん体操は

こちらから

みよし市民病院リハビリテーション課囲露∃

●

TOPECS

今回のおはなし

地域で完結する医療

憩者さぬ

(病診連携)1こついて

学びましょう。 鑢
かかりつとす
踵

回 固 回 □

ロ

みよじ市民
病院

V01日 8

ヅハビジテージョン課/
方うちでできる体操 (介護予防)

Ⅷ

田 健診のススメ③ 健診,がん検診は不要不急ではありません。早期発見。早期治療のチヤンスを逃さずに。 田 健診のススメ① 正しくマスクを着用し、受診前後の手洗いなどの感染対策をしつかりしましよう。


